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●この本の特徴●

 ぼくは、“ 大人のための数学教室「和」” という塾で社会人を相手に数学 

を教えています。ここでは統計の推定・検定の仕組みや意味がわか
らないから教えて欲しいという人が何人も門を叩きます。社会に出て
から必要に迫られて、統計学を学ばなければならなくなった方たちです。

 今は、コンピュータソフトが発達していますから、データを入力しさ

えすれば瞬時に機械が統計処理をし、推定・検定の結果まで出してくれま

す。しかし、推定・検定の意味をぼんやりとはわかっているものの、なぜ

そうなるかの仕組みまではよくわからないというのです。仕組みがわから

ないので、ソフトが出した結果をどのようなスタンスで捉えたらよいのか

態度を決めかねる人もいるようです。

 そこでこの本では、統計学のなかでも、推定・検定の概念を理解しても

らうことを中心テーマに据えることにしました。

この本の特徴は、

「数学が苦手な人でも、推定・検定の本質を1時間で理解できる」

ように書かれていることです。

 そもそもこの本は、300ページ以上もあるのに、1時間で読むことなん

てできないんじゃないの、とお考えの向きもあるでしょう。

 1時間で読んでもらうのは、第 1章のことなんです。

 この第 1章を読めば、1時間で推定・検定の本質がわかります。しかも、

難しい数学を使わないで。この第 1章の完成度は自分でもかなりイケてる

と思っています。この第 1章だけを切り離して、「1時間で推定・検定が

わかる本」と題して出版してもよいぐらいの内容です。表紙に鉢巻をした

5　χ2 分布、t 分布、F 分布… ………………………………260

5-1　推定・検定に使った確率分布を整理しよう… …260

──χ2 分布、t 分布、F 分布の定義

コラム 　自由度……………………………………………271

コラム 　ポアソン分布… …………………………………276

第3章

1　2 変量の統計……………………………………………………282
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コラム 　相関係数が－ 1 以上 1 以下である理由… …… 298

1-2　2 つの変量の関係を直線で表すには………………301

──回帰直線の求め方

付録 1 　エクセルで統計量を計算しよう…………………316

──平均、分散から確率分布表まで

付録 2 　分布表… ………………………………………………323

付録 3 　さらに学びたい人のためのブックガイド… …327

おわりに……………………………………………………………330

さくいん……………………………………………………………334
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③　統計と確率が結びついてわかる
 正当な統計学の本では、平均・標準偏差などの説明をしたあと、確率変

数を導入し、確率分布、推定・検定と説明が進みます。単純化すると統計

→確率→統計と話題が進むわけです。とおりいっぺんの説明しかしていな

いと、確率の説明がどうしても浮いてしまうんです。資料の平均、分散と

いう量と確率変数の平均、分散という量が結びつかないまま、推定・検定

の説明へ突入するので、推定・検定をするための標本が確率試行の結果で

あるという捉え方ができなくなってしまうのです。

 そこで、第 1章では、資料からサンプルをとり出したときのことを確率

変数を用いないで説明していきます。このときキーとなるのが、先にも紹

介した “Xの相対度数分布グラフ ”なんです。

④　本筋でないものは脇へ
 推定・検定を 1時間で理解するために、少しでもその理解に必要ないと

判断した概念については、コラムなど脇で解説するようにしました。例え

ば、モード、最頻値など記述統計に関する用語、

 V（X）＝ E（X 2）－｛E（X）｝2の公式、偏差値、不偏分散と標本分散の違いな

どの話題です。

 また、内容的には重要であっても、推定・検定の概念を大づかみに捉え

るにはむしろ邪魔であると判断したものや高校以上の数学が必要になるも

のについては、第 2章にまわしました。確率変数や正規分布以外の分布や

確率密度関数の話題です。

 このようにして、第 1章で本質を理解してもらった後、余力がある人、

数式での表現を学んでみたい人、数式での裏付けがほしい人は、第 2章に

読み進んでいただきたいと思います。

 第 2章では、第 1章の内容を数学的に叙述して、補足していきます。と

いっても、すべてにきちんとした証明をつけていくわけではありません。

著者の顔写真を載せればベストセラーになるでしょう…。

 以下で、「1時間で推定・検定がわかる」ための第 1章での工夫を紹介し

ておきます。

①　中学までの数学しか使わない
 まず、数式による表現は極力省きました。平均、分散・標準偏差の計算

をするにも、まず公式を与えるのではなく、数値計算で例を示してから、

最後に数式を使ってそのまとめをしています。ここで出てくる数学は、平

方根までです。つまり、中学数学で十分にお釣りがくるというわけです。

まとめでも、Σ記号を使わないようにして、ストレスを減らしました。

②　確率変数を用いない
 統計学の本には、タイトルに「確率統計」とついたものがあるくらいです。

本来であれば、統計学を講義するには、確率の公式や確率変数の運用が欠

かせません。しかし、数学の苦手な人にとっては確率は鬼門で、統計学を

学ぶ際の難所となってしまっているのです。ここで挫折してしまうので、

その先にあるお宝にありつけないでいるのです。もったいないことではあ

りませんか。

 そこで第 1章では、確率の公式や確率変数、確率密度関数を用いない

で、推定・検定を説明することにしました。

 そのために、ぼくは、“Xの相対度数分布グラフ ” というものを発明し

ちゃいました。これは、グラフですから図として認識できるものです。数

式にアレルギーがある人でも目で見て実感することができます。数学概念

をビジュアル化することは、ぼくの得意とするところなのです。

 このグラフの性質として、平均、標準偏差の公式、確率変数の公式の概

念を全部押し込めて説明してしまったんです。これは、確率変数を用いる

正式な統計学を学んできた人が読んでも、その内容がビジュアル化されて

いるので、面白いものになっていると思います。
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事実だけ紹介することも多いでしょう。なにしろ、統計処理の意味がわ

かって使えるようになってもらうのがこの本の目的なのですから。

 第 2章では、資料からとり出したサンプルの変量が離散型の確率分布で

あっても面積のあるヒストグラムを描いています。これは、「面積＝確率」

という統計学の基本を高校レベルで頭に叩き込んでもらうための便法で

す。自分でもやりすぎだと思います。この本だけで通用することですから、

各種試験では注意してください。

 そして、第 3章で、記述統計の 1分野である相関係数や回帰直線の求め

方を紹介します。ここでの工夫は、偏微分を用いず回帰直線の公式の導出

をしたところです。

 最後にもうひとつ、この本の目玉を。

⑤　疑問に思うところがわかりやすく解説されている
 疑問に思うところというのは具体的にいうと、

  ●なぜヒストグラムが曲線になるの？

  ●不偏分散はなぜ n－ 1で割るの？

  ●自由度って何？

  ●なぜ相関係数は－ 1以上 1以下なの？

などです。これらを単に言葉だけでもなく、程よく数式を交えながらわか

りやすく解説しています。どれも、本格的な解説書では、全く解説してい

なかったり、逆に難しい解説がなされている箇所です。


